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都道府県がん診療連携協議会
第3回緩和ケア部会

熊本大学医学部附属病院
緩和ケアセンターにおける
苦痛のスクリーニング
ー入院での取り組みー

熊本大学医学部附属病院

緩和ケアセンター

吉武 淳・山本達郎

2015.12.07 国立がん研究センター
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ご紹介する内容

1. Plan
– 導入までの過程

2. Do
– がん患者と非がん患者の

選別方法

– スクリーニング陽性の対応

– 集計データの管理方法

3. Check
– 導入・実施プロセスにおいて

生じた問題と、その対応

– スクリーニングの結果

4. Act
– 今後の課題と計画

全てのがん患者に
苦痛のスクリーニングの徹底
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苦痛のスクリーニング
～導入期～

P）スクリーニングの

実施

D）スクリーニング

シートの開発

C）シートの実用性

A）課題と運用の改善

2015年 熊本大学医学部附属病院緩和ケアセンター
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Plan
導入プラン

2014年

2～3月 スクリーニングシートの作成

4月 3病棟（5診療科）・外来化学療法室で試験運用 説明会

5～7月 2病棟（3診療科）・外来化学療法室で試験運用 開始

8月 スクリーニングシートの改定

8～12月 試験運用の継続

2015年

1～2月 スクリーニングシートの決定 外来師長との運用方法協議

3月 各診療科及び看護部へのスクリーニングの広報

4月 本運用開始 緩和ケアチーム協力員合同会議で検討維持

当初作成したスクリーニングシートは、結果的に
ほとんど別内容に改善・変更した。 5



Plan
本運用のスクリーニングシート 看護部用の問診票

看護部データベース用 問診票

本運用したスクリーニングシート
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Do
シートの回収・チェックと陽性者対応

1. 入院時にシートを確認
– 病棟看護師がチェック

– 電カルにスキャン依頼

– 記載を強制しない

– 患者の説明希望内容によ
っては、直ちに主治医に報
告

2. スクリーニング陽性
– がん患者の場合は緩和ケア

チームで対応

– 非がん患者の場合は、各専
門診療科に紹介

– 主治医の判断で紹介するか
否かを決定
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Check
調査期間：2015年4～10月

101, 
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44%

身体症状

2～4

0～1 102, 
56%

81, 
44%

気持ちのつらさ

5～10

0～4

スクリーニングスキャンありの件数/緩和ケアチーム依頼件数＝166人/348人
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Act
今後の課題・まとめ

1. Plan
– 導入までの過程

2. Do
– がん患者と非がん患者の

選別方法

– スクリーニング陽性の対応

– 集計データの管理方法

3. Check
– 導入・実施プロセスにおいて

生じた問題と、その対応

– スクリーニングの結果

4. Act
– 今後の課題と計画

1. Plan
– 非がん患者でも使用可能な

スクリーニングシート

2. Do
– 1年かけて内容・方法を試行

– スクリーニングのシンプル化

3. Check
– 導入過程において看護師の

理解を得られるのに苦労

– 複数のスクリーニングシート

4. Act
– 結果をデータベース化

– 個別対応とPDCAの継続
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苦痛のスクリーニング
～発展期～

P）対象者を非がん

患者に拡大

D）スクリーニング

シートの単純化

C）看護師の理解と

協力が不可欠

A）結果を電カルで

一覧化

2015年 熊本大学医学部附属病院緩和ケアセンター
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地域緩和ケア連携調整員フォーラム

熊本県の取り組み
ー都道府県がん診療連携
拠点病院の立場からー

熊本大学病院

がん相談支援センター/緩和ケアセンタ
ー MSW 内重 真由美

2024.07.27 国立がん研究センター がん対策研究所

熊本大学病院 がん相談支援センター/緩和ケアセン
ターMSW 内重真由美氏 作成 11



地域緩和ケア連携調整委員会立ち上げの経緯

地域緩和ケア連携調整員研修（2022年ベーシックコース）を受講して設定した課題
地域緩和ケアにおける医療資源の地域格差是正を目指して
【課題】
住み慣れた地域や自宅で安心して最期まで自分らしい生活がおくれる地域システムの構築が急務であるが、
本県は医療資源の地域格差が懸念されている

地域緩和ケア連携調整委員会の設置

地域緩和ケア連携調整員研修を受講した県内の病院を対象とした委員会を県がん診療連携協議会緩和ケア
部会の実働組織として設置。各施設・地域の課題や取り組み状況について共有する場づくりを行い、課題解決に
向けた取り組みについて検討する。

【活動計画】

委員会は定期的に継続的に開催する

熊本大学病院 がん相談支援センター/緩和ケアセンター
MSW 内重真由美氏 作成
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熊本大学病院
がんセンター
組織図
（2024.4.1現在）
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※がん専門相談員、ピアサポーター、
がんサロン活動や運営をサポート

熊本大学病院 がん相談支援センター/緩和ケアセンター
MSW 内重真由美氏 作成 吉武が一部変更
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地域緩和ケア連携調整委員会の役割

熊本大学病院 がん相談支援センター/緩和ケアセンター
MSW 内重真由美氏 作成
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地域緩和ケア調整員
～地域緩和ケア連携調整委員会の設置～

P）地域緩和ケア

連携調整委員会

D）定期的な意見

効果を実施

C）施設毎の課題

の共有

A）課題改善に

向けた取り組み

2022年 熊本大学病院緩和ケアセンター 15



熊本県がん診療連携協議会
相談支援・情報連携部会

熊本県における患者家族と
医療者の情報共有の歩み
ー私のノート・私の日記・私の
メッセージー

熊本大学病院 緩和ケアセンター

吉武 淳

2025.01.28 国立がん研究センター がん対策研究所
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熊本県の４つの連携ツール

1. 私のカルテ：がん診療連携クリティカルパス

2. 私のノート：在宅医療での多職種情報共有ツール

3. 私の日記：毎日の体調を自分で記録

4. 私のメッセージ：医療やケアに対する考え方と希望

「私のメッセージ」

私のノート

私のカルテ

私の日記

ACPフォームが入っています
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熊本県がん診療連携協議会 相談支援・情報連携部会
私のカルテ・私のノート・私の日記・私のメッセージ

地域連携パス 15年の歩み

平成22年 熊本県「私のカルテ」がん診療センター 設置

平成22年 「私のカルテ」 運用開始

平成23年 ５大がんに加え、婦人科がん、前立腺がんにも使用を拡大

平成23年 早期の緩和ケア導入・連携を目指し緩和ケアパス 運用開始

平成25年 「在宅緩和ケア地域連携パス」 運用開始

平成25年 「在宅緩和ケアノート」へ名称変更

平成26年 「私のカルテ」 汎用型パス追加、

平成26年 「在宅緩和ケアノート」が「私のノート」へ改定

平成26年 「私のカルテ」 大幅改訂

平成29年 日々の体調などを記録するA5版「私のノート」 運用開始

平成30年 A5版「私のノート」が「私の日記」へ名称変更

令和3年 「私のカルテ」改訂（現在の形）

令和3年 ACP「私のメッセージ」を作成し「私のノート」へ追加

令和4年 熊本県「私のカルテ」がん診療センター → 熊本県がん連携サポートセンター

令和6年  「私のノート」 「私の日記」 「私のメッセージ」 改訂中

運用1年半アンケート

平成21年アンケート

運用5年アンケート

運用10年アンケート

ACPワーキンググループ
令和3年7月～11月 全４回

私のノート等 改訂WG
令和6年10月～
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私の日記 私のノート 私のメッセージ

「私の日記」・「私のノート」・「私のメッセージ」の改定を進めるためのワーキンググループ立ち上げについて

対象者 病気療養中のどなたでも 主治医が必要と判断した重い病気の患者 どなたでも

サイズ A5サイズのソフトカバーノート A4サイズのファイルノート 1枚ずつ取り外しができるA4冊子

内容

• 体調の日記をつける
• 患者さんと医療者との情報交換を手助けする
• 言えなかった思いを書いてみる
• お薬の情報をお薬手帳と一緒にまとめる

• 体調の日記をつける
• 患者さんと医療者との情報交換を手助けする
• 関わるスタッフを書き込み、多職種間の情報
交換を手助けする

• 人生会議（ACPシート）
• 患者さんと家族、医療者との情報共有になる
• もしもの時のために備える
• 繰り返し話し合う

「私のカルテ」の見直しに合わせて、「私の日記」・「私のノート」・「私のメッセージ」の改定を検討するため、令和6年6月11日(火)に開催された
第60回相談支援・情報連携部会において、ワーキンググループを設置し、相談支援・情報連携部会および緩和ケア部会のメンバーに募集をかけることが
承認され、以下のとおりメンバーに参加していただくこととなった。

【ワーキンググループメンバー】
・相談支援・情報連携部会 長倉 祥一 委員、甲斐 豊 委員、久保田 忍 委員、安達 美樹 委員、中村 和美 委員
・緩和ケア部会 井田 栄一 委員、濵口 裕光 委員、内重 真由美 委員
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スケジュール

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2024年 2025年

10/8
第1回検討会

12/10
相談支援・情報連携部会

部会メンバーに検討内容・結果を報告し
了承を得る

4/1～
運用開始

データ作成 印刷 データ入稿 納品

目標
年度内納品

11/1
院内編集会議

11/28～12/4
WGメンバーデータ確認
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「私の日記」「私のノート」「私のメッセージ」を、「私の日記」へ一本化

私の日記私のノート 私のメッセージ

ACP在宅

• 日々の体調を記録• プロフィール
• 症状への対応方法
• 好きなこと、大切なこと等

「私の日記」に一本化し、さらに2部構成に

日記部分のみ差し替えられるので
プロフィールやACP部分はそのまま使用可能
→ ACPの経時的変化にも対応

お薬手帳などを入れるためカバーは必要であ
るため、日記部分のみの差し替えとなるため、
カバーはそのまま使用可能
→ 制作費削減

2部構成A5版とA4版を作成

A4版は「私のノート」として家に置いておくこと
を前提としている
→ 在宅・訪問看護に対応

患者が選択可能
→ 文字が大きくなるA4版を用意し

高齢者にも配慮
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緩和ケアを繋ぎ広げるための連携
～個人から組織へ、組織から地域へ～

P）職種や病院に

関わらず連続性の

ある緩和ケア

D）情報共有：

地域連携パスに緩

和ケアの要素を

C）定期的に内容

と運用をチェック

A）時代にあった

内容・運用に改訂

2024年 熊本大学病院緩和ケアセンター 22



まとめに代えて

⚫ がん診療連携拠点病院の指定要件に、「 PDCAサイクル」が

加えられたのは、何故だろうか？

⚫ 個人的見解：「 PDCAサイクル」が、空回りしていないか？

① 上手くいかなくても繰り返すことで、持続的な成長

② 変化を畏れない普遍的なツール

③ 組織的な文化の成熟

④ 現代社会のキーワード：多様性、流動性、協調性
23



ありがとう
ございました

熊本大学病院緩和ケアセンター

吉武 淳
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